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ダ雅膨夕睦メd』』臆お帰る需要予測竜デ捗  
《矛呆睦効夕国ダを爛』噌』も場合≫  

01204194 流通科学大学情報学都 ＊ 三道 弘明 SANDOHHiroaki  

る．ここでは，後者のようにテストカタログを発  

行しない場合の需要予測方法について考察する．  

乱。 はじめに  

商品の品切れは，ダイレクトメール（以下DM）  

にとっても大きな機械損失となる．このため，DM  

各社は，カタログ発送の前に，あるいはカタログ  

発送直後に，個々の商品の需要予測を行い，メー  

カーへの商品の発注を行っている．近年の情報処  

理関連設備の充実により，大農のデータを整備し，  

多変盈解析などの手法を適用することで，その予  
測精度は大きく向上した．しかし，予測精度が良  

好な商品の全体に占める割合は依然として小さく，  

更なる改善が求められている．   

DMにおいては，毎回のカタログで取り扱う商品  
のかなりの割合が新製品である．この意味でBass  

モデル【1，2，3】を中心とした新製品普及モデル【3】を  

適用することで，需要予測を行うことも可能であ  
ると考えられる．しかし，DMでの商品の普及は，  

通常の流通商品と特異なり，DM商品独自の特性  

もいくつか認められる．ここでは，DMにおける  

需要予測を行うことを目的としたモデルを提廃し，  

最適仕入れ数についても考察する．  

乱 累積受注曲線  

カタログ発送直後の各商品に対する累積受注点  

数の時間的変化を見ると，1つの成長曲線を示す  
ことは言うまでもない．ここでは，このような累  

積受注点数に対して，単に成長曲線を当てはめる  

だけではなく，将来のモデルの拡張を意識して累  

積受注の振舞を非定常ポアソン過程としてとらえ  

ることを考える．すなわち，時刻£における累積受  

注点数を，確率変数Ⅳ（t）で表すと，Ⅳ（りは  

pr抑）＝可＝。 瑚），几＝0，1，2，…，  
陀！  

（1）  

のように表現される．ここに，ガ（t）は非定常ポア  

ソン過程における平均値関数を表す．   

ここで，平均値関数として，代表的な新製品普  

及モデルであるBa5Sモデルを適用することを考え  

ると  
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慧。問題の設定  

DMで扱っている商品のうち，服飾などは生産  

にかなりの時間を必要とする．このため，カタロ  

グを発行する以前に，個々の商品の最終需要を予  

測し，商品の生産をメーカーに指示する必要があ  

る．従って，このような場合には，本カタログを発  

行する前に，テストカタログを発行し，テストカ  

タログに対する受注状況を見て，本カタログでの  

需要盈を予測している．   

これに対し，雑貨のように生産にそれほど時間  

を必要としないような商品の場合には，本カタロ  

グ発送直後2，3週間の受注状況を観測し，観測  

結果に基づいて，商品の最終需要量を予測してい  

ガβ（t）   

1＋（皇）ce－（叶叩＋1   

m－∬0  

である．但し，諾0は時刻0における受注点数を表  

し，DMにおいては恥＝0である．また，ソフト  

ウェアの信頼性の分野での遅延S字型成長モデル  

の平均値関数【4】を用いる場合には  

榔）＝mト（1＋叫e‾虎】 （4）  

である．なお，式（2），（3）のいずれにおいてもパ  

ラメータmlは，f＝∞としたときの累積受注点数  

を表している．  
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前年度  

4．曲線の当てはめと予測  

代表的な成長曲線であるロジスティック曲線や  

ゴンペルツ曲線においてもそうであるが，式（2），  

（3）に示した式をデータに当てはめる目的で，／くラ  

メ一夕を推定するとき，成長のかなりの部分に対  

応するデータを入手していないと，曲線の当ては  

めが著しく悪くなることが知られている．このた  

め，新製品の普及モデルを実際に用いる場合には，  

最終的な受注点数である丁†lを別途予測する必要が  

あると言われている【3ト   

ここで対象としているDMにおいては，前述し  

たようにカタログ発送直後2，3週間で，商品の  

最終需要を予測し，メーカーに商品を発注する必  

要がある．このため，この期間中のデータを当ては  

めた曲線のみを用いて，最終需要量を予測するこ  

とには大きな危険を伴う．一方，各商品について，  

f＝∞としたときの累積受注点数であるTTlを別途  

予測することは，その商品の最終需要量を別途予  

測するにほとんど等しく，曲線の当てはめ自身に  

意味がなくなる．   

このような現状に対し，ここでは以下に示すよ  

うな方法で最終受注量を予測することを考える．   

【1】前年度の同時期に発行されたカタログでの取  

り扱い商品五（i＝1，2，…，Tl）について，カタ  

ログ発行直後丁期間の受注データを用いて，平  

均値関数〃（t）の当てはめを行い，パラメー  

タβ。iを推定する．また，カタログ有効期間中  

全体にわたっての受注データに対しても，向  

じ平均値関数〃（りの当てはめを行い，パラ  

メータ♂1iを推定する．これらの結果をデータ  

ベースとして整備しておく．   

【2】今年度の取り扱い商品ブ（J＝1，2，…，〃l）に  

ついて，カタログ発行直後丁期間の受注デー  

タに対して，平均値関数〃（t）の当てはめを  

行い，パラメータβ2Jを推定する・  

【3】β2Jに最も類似したものをβ。i恒＝1，2，・‥，71）  

の中から－探し，それをβ。i・とする．   

【4】今年度の商品ブに対して，♂再・を用いて，最  

終受注量を予測する．  
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図1：予測の方法   

時刑  

図1は，この予測方法の概略を説明したもので  

ある．これにより，曲線の当てはめに用いるデータ  

が少ない 場合でもかなりの予測が可能となると考  

えられる．  

5．推定結果の考察  

これまでに述べた予測方法を実データに適用し  

た場合の結果は，紙数の関係上，当日報告する．  
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